
結核の病巣反応発現の模作 に関す る実験的検討

〔第 4編〕 ｢ツ ベ ル ク リ ンJ に よる病巣反応 に

対 す る .r~ァ ミノJ酸製剤投与 の影響

冨 田

【内 容 妙 昏】

前眼部結核症を有する家兎に｢ツベルクリン｣を皮内

に注射して起る病巣反応及び皮内反応の双プ封こ対して

Neo-MinopbagenCと Neo-MinophagenAT投与

の及ぼす影響を観察した｡Neo-MinophagenCは故

下に注射した場合病巣反応と皮内反応と双プj共に何等

の影響も及ぼさない様に観察 され たが Neo-Mino-

phagenAT は同様に皮注した場合大童を用いれば摘

果反応と皮内反応と双二万共に減弱せしめる様な成績を

得た ｡

第 1章 緒 論

市川及び斉藤1)に よれば ｢ア ミノ｣酸のなか

には抗 ｢ヒスタ ミン｣作用及び薬物の解毒作用

の認め られるものがあると云い,熊谷2)は ｢グ

リチ-ル リチ ソ｣は steroidformon作用があ り

その本態は副腎皮質 ｢ホルモ ン｣が肝に於て代

謝され非活性化されるのを抑制す る結果であろ

うと考 えている｡Unger3)は抗原抗体反応の 結

果血衆の線維素溶解酵素の活性化が起 り ｢ヒス

タ ミン｣が潜離 されて ｢ア レルギー｣反応が起

るが,Cortisoneは速かに 繊維素溶解酵素を 不

活性化せ しめて｢ア レルギー｣性反応阻止作用を

示す と言い,奥山4) は ｢ネオ ミノファ-ゲソ｣

C (以下 NMCと略記)投与時 ｢アルチ ュス｣現

象に際 して推繊素溶解酵素の賦活が阻止 される

と推定 し,北村5) は ｢グ 1)チ-ル リチ ン｣及び

NMC に よって invitroで繊維素溶解を阻止す

る作用を示 して屠る故に之等には抗 ｢ア レルギ

ー｣作用があると考 えている｡

栗栖6) は NMC の示す ｢アルチ ュス｣現象抑

制作用の機序に対する考察を行い実 験 家 兎 に

守 中

NMCを投与 した場合繊維素溶解酵素の賦活,

血清の毛細管透過性元進作用の出現,細胞膜透

過性の先進等は認め られず｢アルチ ュス ｣現象は

明 らかに抑制 された と言 う｡ 之に反 し前川等7)

はNMCは ｢アルチ ュス｣現象叉はrアナフィラ

キシー｣症状の発現を侍に抑制するとは言えな

い と述べている｡著者は NMC及び ｢リジン｣

を主体 とする ｢ネオ ミノフ ァーゲ ン｣A.T.(以

下NMATと略記)の 2剤を使用 して前編に於け

ると同様に前限部結核症を有する家兎に ｢ツベ

ル ク リン｣ (以下 ｢ツ｣ と略記)を皮内注射 し

て,それに よる病巣反応 と皮内反応 とに対する

影響を観察 したので報砦する｡尚使用 した薬剤

の組成は次の通 りである｡

1 NMC グ リチ-ル リチソ 0.2%

システ ィン 0.1%
グ リシ ン 2.0%

2 NMAT リジンを主体 とした塩

基性ア ミノ酸 (動物蛋

白の加水分解煎物) 2.0%

第 2章 実 験 方 法

第 1編に述べた如 く準備 した前眼部結核症を

有する家兎に積 々の様式で NMC叉は NMATを

授与 し其後実験家兎の背側の脱毛 した部位に旧

｢ツ｣100倍液又は 20倍液 0.1ccを正確に皮内

に注射 して病巣反応及び局所の皮内反応を観察

した｡病巣反応は第 1編に述べた如 く角膜及び

虹彩の病巣の血管に主に蒼 冒して内藤式手持細

隙燈検眼鏡をJ一肌 ､て精密に観察を行い,其の結

果を第 1編に示 した如 く5段階に分けてその程
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度を記載 し,つ とめて量的な変化の表現を試み

た｡皮内反応は48時間後の発赤を計測 し硬結は

正確な計測困難の為参考に とどめた｡
I

第 3章 実 験 成 績

1 NMC 注射時の成績

京大結遭紀要 第7巻 第2号

で前肢部病巣の血管の態度及び皮内反応に殆ん

ど影響を認めない｡NMC IOcc皮注の際 も第 2

表の如 く ｢ツ｣同量単独の場合 と殆んど差異を

認めない｡NMC IOcc皮下注射後 ｢ツ｣20倍液

0.1ccを皮内に注射 した 場合の成績は 第 3表の

NMC2.5cc皮下注射1時間後に旧｢ツ｣100倍液 如くで, この場合にも著明な影響は認め られな

0.1ccを皮内注射 した 際の成績は 第 1表の如 く かった｡ ｢ツ｣20倍液 0.1cc皮内注射前 と注射

第 1表 NMC2.5cc皮注時の成績 (対照:｢ツ｣同量単独皮内注射時)

第 2 表 NMCIOcc皮注時の成績 (対照:｢ツ｣同量単独皮内注射時)

第 3 表 NMCloc° ｢ツ｣20倍液皮注時の成績 (対照:｢ツ｣同量単独皮内注射時)

第4表NMCIOcc2阿皮注時の成績(対照:｢ツ｣同量単独皮注時)



昭和34.1

24時後 と2回 NMCIOccを皮注 した時の成績は

第 4表 の如 くで皮内反応をやや増強せ しめ る様

な結果であったが著明な ものではな く,病巣反

応には特別な影響を認めなかった｡

2 NMAT 注射時の成績

NMAT2.0cc皮下注射後病眼に 変化の 無い事

を確 めた後 ｢ツ｣ 100倍液 0.1ccを皮内注射 し

た時の成績 は第 5表の如 くで殆ん ど影 響を認め
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ない｡NMAT5ccを皮下注射 した後に ｢ツ｣100

倍液 0.1ccを皮内に注射 した際の成績は第 6表

の如 くで病巣反応をか な り減弱せ しめる様 な結

果を示 しNMATIOcc皮注の際は第 7表 の如 く

矢張 り病巣反応はかな り減弱 し更に皮内反応 も

幾分減弱す る様 な成績であった｡NMAT5cc皮

注後｢ツ｣20倍液 0.1cc皮内注射 した時の成績は

第 8表 の如 くで病巣反応は幾分減弱す る傾向を

第 5表 NMAT 2cc皮注時の成績 (対照:｢ツ｣同量単独皮内注射時)

第 6 表 NMAT 5cc皮注時の成債 〔対頂 ｢ツ｣同量単独皮内注射時)

第 7表 NMATIOcc皮注時の成績 (対照:｢ツ｣同量単独皮内注射時〕

第 8表 NMAT 5cc20倍｢ツ｣皮注時の成績 (対照:｢ツ｣同量単独皮内注射時)
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第 9 表 NMAT 5cc2回注射時の成績 (対照:｢ツ｣同量単独皮内注射時)

示す様であった｡ ｢ツ｣20倍液皮内注射の前及

び24時間後に NMATを 5cc宛 2回注射 した際

の成績は第 9表に示す如 く皮内反応及び病巣反

応の双方 ともが減弱する傾向を示 した｡

第 4章 総 括 並 に考 操

｢アルチュス｣現象に於て抑制的な効果を認

め られた NMCは等 しく ｢ツベルク リン･アレ

ルギー｣の発現様式であると考え られる皮内反

応及び病巣反応に対 してほ本編に於ける実験成

績では何等抑制的効果を示さず,かえって皮内

反応に於いては幾分増強するかの如き傾向をさ

え示 した｡一方 NMATは 5ccでは病巣反応を

幾分抑制 し10ccでは更に抑制の度合を強め,之

を 5cc宛 2回に分割, ｢ツ｣皮注の前後に注射

した際には病巣反応のみならず皮内反応に対 し

ても抑制的効果を示 した｡ これは第 3編に報告

した抗 ｢ヒスタミン｣ 剤 叉は Cortisoneとも異

な り病巣反応 と皮内反応の両方に対 して抑制的

効果を示す様な成績であって興味深いものがあ

り,NMAT は ｢ア ミノ｣酸 製 剤であ り ｢ア ミ

ノ｣酸のなかには抗 ｢ヒスタミン｣作用及び解

毒作用があると言 う報告 も肯づけるが NMAT

の作用はかな り複雑な面を有 している事が考え

られる｡何れに しても著者は本編に於て,第 3編

に於ける成績 と併せて,教程の薬剤を授与 し乍

ら家兎の前限部病巣に於ける ｢ツ｣による病巣

反応及び皮内反応を観察 し,これ等の影響を通

じて ｢ツ｣による病巣反応の機作の一端を特に

皮内反応 と関連させなが ら窺 うことが出来た と

考えている｡

第 5章 結 語

前限部結核症を有する家免の背側皮内に｢ツ｣

を注射 した際発現する前限部病巣に於ける病巣

反応 と局所に於ける皮内反応 とに対 す る Neo-

MinophagenC(NMC)及び Neo-MinophagenAT

(NMAT)投与の影響を観察 した所,NMCはそ

の何れにも殆ん ど何等の影響も示さなかった｡

一方 NMAT は比較的大量を授与 した場合には

その双方に対 して弱いなが らも抑制的効果を示

す事を認めた｡ これまでの成績か ら著者は実験

的結核症に於て ｢ツ｣による病巣反応は皮内反

応 とは一定の相関々係を有せずその発現機作に

かな り複雑な両を有することを知った次第で,

更に叉別な観点か らの追求が期待される所以で

ある｡

(潤筆に臨みIIJil)日助教授の御援助に深甚の謝意を捧

げる)
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